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～研究開発競争の状況～
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1研究開発の実施体制

組織体制 研究開発費推移

当社の研究開発体制・研究開発費推移は以下のとおり

141 147 165

428

561
604

FY18 FY19 FY20 FY21 FY22 FY23

※当社有価証券報告書から抜粋

単位/億円

社内の技術部門内に研究組織が点在
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2研究開発の概要

「AI共存社会」を支える「次世代社会インフラ」の実現に向け、様々な研究開発を推進

次世代社会
インフラ

次世代社会
インフラ
の活用

AI
ネットワーク
高度化

先進DX NTN
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3共同研究開発状況や異業種連携の状況

加速する通信の大容量化に対応し、
AITRAS（AI-RAN）の開発導入により効率化を目指す

様々なパートナーとコラボし高性能化AIによる基地局間協調制御により最適化
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4共同研究開発状況や異業種連携の状況

HAPSに関し、引き続き実用化に向けて国際標準化活動などを推進

実証実験とアライアンスによる実用化加速 WRC-23等の国際会議を通じ標準化を推進
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5NTT研究開発責務撤廃後の取組状況の検証について

我が国におけるNTTの研究開発の重要性は責務廃止後も変化するものではない

NTTの研究開発状況等について、長期的かつ継続的な検証が必要

出典：通信政策特別委員会 第一次報告書（2024/2/6）p14.15 出典：通信政策特別委員会 第一次報告書（2024/2/6）p15.16

基礎・基盤的研究の重要性 継続的検証の必要性
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6NTT責務の撤廃後の事後的検証

出典：通信政策特別委員会 第10回 NTT説明資料（2023/12/13）

NTTが責務撤廃を是とする主張の背景や取組について、
責務撤廃以降にNTTの主張に沿った動きとなったのか検証が必要

出典：通信政策特別委員会 第一次報告書（案）に対する意見 NTT意見抜粋（2024/2/6）

左記を踏まえた検証観点（例）

① 国際競争力の強化

② 経済安全保障の確保

③ 研究開発の継続的な推進

NTTが責務撤廃を是とする主張の背景・取組
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7相互接続/公正競争への配慮

普及責務の撤廃後も、電気通信市場の発展を図る観点では、
相互接続/公正競争への影響は当然配慮されるべき

上記の観点でNTTが研究成果普及に努めているか否かを検証することが必要

出典：日本電信電話株式会社等の研究成果の普及についての日本電信電話株式会社等に関する法律
第３条の適用に関する考え方（2023/12/22）

左記を踏まえた検証観点（例）

① 研究成果ごとの普及に向けた方法や
その判断の妥当性

② 独占実施権や優先実施権の
設定などの実態 等
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